
～ 第 ２ 回 地区懇談会で出された主な意見 ～ 

・三世代家族が多く、児童の放課後対策にはよい条件 

・人との結びつきが強く、助け合う 

・山菜や松茸が豊富にある 

・畜産には、よい地域である 

・農産物の味がよい 

・緑が多く空気がきれい 

・自然が美しく、動植物が多い 

・神之峰、北田遺跡等歴史遺産が多い 

・交通の便が悪い 

・買い物に行くのに遠い 

・飲食店がない 

・商店の元気がない 

・有害鳥獣の対策ができていない 

・農地が荒廃している 

・若者が少なく、祭り、伝統行事の継承が困難 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 第 ２ 号 ～      平成１７年１０月１３日発行

みんなで考えよう 将来の「土地利用」のあり方 
 上久堅地区 土地利用計画策定 地区懇談会だより 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/ kikaku/ tochikeikaku/」 

悪い点･課題 よい点・宝 

組 合 回 覧 

上久堅地区の現状確認(各班のまとめ) 

第２回 地区懇談会を行いました 
 
◆ 日 時 平成１７年９月４日(日)１３：００～ 

◆ 場 所 上久堅公民館 

◆ 参 加 検討委員１０名、事務局５名 
 
全員で地区の良い所・課題のある所などを廻り(タウンウォッチング)、地区の現状を自分達

の目で再確認しました。その後、公民館で２つのグループに分かれ、ワークショップを実施し

ました。 
ワークショップでは、第１回懇談会での意見を踏まえて上久堅地区の「良い所」「課題」を

含めた現状の土地利用形態について、マップを作りながら確認しました。 
その後、将来こうあって欲しい土地利用についてグループ毎にイメージマップを作りながら

上久堅地区の現状や将来像について議論しました。 

◆タウンウォッチング（神之峰より国道 256 を望む） ◆「現状」と「将来」それぞれにマップづくり 



 
 
共通意見：・三遠南信自動車道路のインターチェンジ、国道２５６の改良を見据え、周辺の有効

活用を。 

・ 小野子地区はＩターン者の受け入れ、又は別荘などとしての住宅ゾーンに。 

・ 柏原は、引き続きマツタケ・水源の森として保全を。 

・ 農協周辺は、これからも公共福祉ゾーンに。 

１
班 

・小野子は人参、堂平はりんごを生かした体験ゾーン。 

・水田ゾーンに棚田があれば、ＰＲの要素に。 

・景観の良さを生かした地域づくりを。 

２
班 

・農協の上の森、小野子から森に抜ける道下の里山は森林体験ゾーンとして人を呼び込みたい。 

・神之峰は、より付加価値をつけ発展させた観光ゾーンに。 

・支所インター側は展望もよく、空き地もあり、若者定住住宅の建設地に。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 次回（11月以降）からは、これまでに出された内容を更に具体的に検討していく予定です。 
土地利用計画に関することや、地区懇談会だよりは、飯田市ホームページでもご覧になれます 

ホームページアドレス「http://www.city.iida.nagano.jp/kikaku/ tochikeikaku/」 
懇談会の模様を「懇談会だより」として、皆様にお届けします。ご意見、ご感想等ございましたら、下記までご連絡ください。 

 

各班で将来こうあって欲しい土地利用等について発表しました 

 飯田市役所 〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４ ℡ ２２－４５１１ 

担当課：企画課・管理計画課・農業課・農業委員会事務局・建築課・市役所上久堅支所 

「地区懇談会だより」に関する連絡先：農業課（担当：清水） 

    〒３９５－０８１７ 飯田市鼎東鼎２８１ ℡ ２１－３２１７ Fax ５２－６１８１ 

E-mail: nousei@city.iida.nagano.jp 

 飯田市役所上久堅支所 ℡ ２９－７００１ Fax ２９－７２０３ 

 

・ 今日見た所は、人里に近い所にあり、全て暖かさを感じた。大切にしたい景観がすべて流線を描いて

いる。ここでは目の上に緑がある。 

・ 無いものねだりで、都会の人達はきっと喉から手が出るほど、ここの景観を欲しがると思う。着飾ら

なくて、このままを売り出すと良い。 

・ キーワードは、恵まれた自然と多様な資源をどのように活用するか。そして、都市との交流をキーワ

ードに展望を開けば、これからインターもあり、相当大きな展望が無限大に広がるように感じる。

・ アジサイの里があり、アジサイ祭りをやっていると聞いた。アジサイの種類は 1000 品種あり、花

の色は同じでも、茎の色が少しずつ違っている。挿し木で増えるので、自分の庭先から自分で出来る

所から綺麗にしていきたい。 

・ 前のワークショップで、料亭があれば良いのにという意見があったが、ここは飯田の奥座敷だと思う。

奥座敷をうまく考えてみて欲しい。静かに過ごせる所と思う。基本に松茸や雑きのこや山菜があり、

メダカや蛍の里など色々ある。生物が沢山いることは、すごい事だと思う。これを守る事は大変な事

だ。ビオトープ的な物は残していくべきである。 

コーディネーター 田辺和夫先生(宮田村農業農村支援センター 総合推進委員)より


